
ことうげ

小 峠

急斜面に注意

雪前の危険あり。

休むなH 金精沢内堰堤多し。
立ち入り危険。

制かな地形
ス取に注意。

し変化多周辺
コ

強風注意
雪が薄いことが多い。

しゃくなげだいう

石楠花平 湖上立ち入 り禁止

地形変化多し。

コース取りに注意 !

日光湯元ビジターセンター

※トイレは、爾館時のみです。

注 :降雪時は、コースが判りづらいことがあります。ご注意ください。
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◆積藪期lど軍道白1画で隠れているとⅢ砥FB、 頁候の亀衷、枯れ校の落下など

ときぜ書な予期世め!′ スクがあ叫審す。ハ山の際!き これらを理解した上Ⅲ

自己責任で安全確保してくだとい。経験の巌い有の碑での良地への  1・

八山l参危険です。                          |

◆休憩l渉雷市のAとやすい急斜面の下や

'Rの

近くを避l十.安全な場所で   |
こってくだとい。                            |

◆このス′―シューコースl彦、すべて回有林Ⅲ日立公回区域です。    部

植物を踏みつf十 る0ごⅢ自然を傷めることのないかう気配ιIを f

/ェ ◆動物や鳥にaべ物を与えると、a物を求めてAに近づいてくるかうになし, 4＼

ェ自然勾1終われてしきいきす。

.| ◆ヨース向にl占 トイbl渉あιI書せた。携帯トイレを携行
↑
袋に入れて持与llttι Iをしかう f

◆悪頁候等にかし!Ⅲ え′―シューコースを閉銀することが

あと:書す。
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小峠コース

金精の森ヨース

石楠花平コース

位置番号表示箇所

雪崩の多い箇所

駐車場(冬期可)

トイレ(冬期可 )
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適度な斜面と積雪、美しい景観に恵まれた奥 日光湯元周辺は、スノーシューの
適地です。 3本のコースごとに色別の布リボンロ印がつけられていますので、
自然を傷めたり事故を起こさないように十分注意して、冬の自然を楽しみましょう。
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湯元周辺積雪期利用について

質が良く適度の積雪、豊かな景観と自然に恵まれた湯元周辺はスノーシユーの適地

であり、自然ふれあいなど国立公園の趣旨、またスキー場の不振など地元への観光経

済効果の面からもスノーシュー利用は今後の積雪期利用の柱になると期待されてい

る。しかし、これによつて自然を傷めたり事故の起きることがあつてはならないので、

積雪期利用についての基本的な心得を「湯元周辺積雪期利用コー ド」としてまとめた。

イベント等に際してはこのコー ドを守るよう主催者、利用者に周知するよう努めるも

のとする。

(基本的な考え方 )

1.積雪期は常に雪崩などさまざまな危険が起こり得る。このことを理解 し、安全

の確保は自己責任で行 う。

(事故の未然防止)

1.イ ベント等の主催者、ガイ ド、公園管理者等関係者は、危険の兆侯を発見した

時には速やかに関係団体等に連絡して利用者への周知に努め、事故の未然防止に努

める。

また、冬季情報交換会は、利用者の安全を確保するため、週に一度ほどパ トロー

ルを実施して、コースの状況を確認する。降雪 。降雨 。強風等があつた場合にも、

パ トロールを実施し、危険個所の調査等により、利用者の安全確保に努める。

(自 然の保護)

1.積雪が少なく植物が露出している場合には、コースや日程の変更、利用者への

注意喚起等により、植物をいためないように留意する。

2.動物や鳥には絶対にえさをやらない、ゴミや残飯は必ず持ち帰るよう周知する。

3.長距離コースではできるだけ携帯 トイレを携行し、紙は袋に入れて持ち帰るよ

う協力を呼びかける。

4.道路やスキー場以外はスノーモービルで走らない。

(平成 31年 1月 22日 改定)


